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研究成果の概要（和文）：本研究では主に以下の３点を明らかにすることができた。（１）フィリピン日系人の
日本への移住と労働のプロセス。両国の仲介機関や在日の親族による呼び寄せにより来日し派遣会社を通じて就
労すること。（２）連鎖移動の結果、彼（女）らが親族単位で近居・集住し、親族間の相互扶助で日本での労
働、生活、子育てを行っていること。（３）ブラジルとフィリピンでは日系社会の歴史や経済的基盤が違い、戦
後の反日感情により経済基盤が脆弱なフィリピン出身の日系人は、日本においても民族学校がなく賃金交渉力が
弱いこと。これらを論文や学会報告の形で公表し、これらの課題を解決すべく自治体に対して日本語学習機会の
増加等につき提言を行った。

研究成果の概要（英文）：In this project, the researcher was able to clarify the following three 
points. (1) The process of migration and labor of Filipino Nikkei in Japan. They find employment and
 arrive in Japan through the assistance of sending agency in the Philippines and/or Japan-based 
family members.  In Japan, they are dispatched by manpower agencies and work at factories. (2) As a 
result of chain migration, in the areas of residential concentration they work and raise children by
 mutual assistance between relatives. (3) Due to the difference in terms of history and economic 
basis between Brazil and Filipino Nikkei communities, the latter are more vulnerable in Japan also, 
due to their economic instability back home which stems from the anti-Japanese sentiment after WWII.
 The researcher was able to publish several papers and academic reports, along with conference 
presentations and proposing some measures to local governments such as more opportunities for 
learning Japanese literacy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、これまで研究蓄積が少なかった、フィリピン日系人の来日のプロセスと労働・定住の課
題を明らかにしたことにある。また、東海地方の製造業における派遣労働市場においては、出身国を問わず日系
人が重要な派遣労働者集団となり、彼（女）ら向けに日本語能力が低くても働ける労働市場ができていること、
雇用の安定性や子どもの教育等の生活面にブラジル人よりもフィリピン人はさらに弱者性を抱えていることを明
らかにした。
本研究の社会的意義は、学術論文や学会報告、マスメディアの取材協力を通じてフィリピン日系人労働者の生活
課題を迅速に幅広く広く知らせ、課題解決への端緒を作ったことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1990年の入管法改正に伴う南米日系人の家族移住と工業都市での集住に関して、主に都市社
会学、教育社会学、日本語教育等の分野で研究蓄積がなされてきた（広田康、渡戸一郎、小内透、
池上重弘、都築くるみ、山本かほり、松宮朝、関口知子、児島明、土屋千尋など）。公営住宅で
の集住が多く、地域社会への溶け込みや子どもの日本語習得が課題とされてきた。2008年末の
リーマンショック後は、ブラジル人の失職と帰国が相次ぎ、日本に残った日系人には定住支援が
行われてきた。南米出身の日系人の定住初期および中期の課題については解明がなされてきた
と言える。 
一方、在日フィリピン人については、1980年代後半から興行労働を経て結婚移民となった女
性の散在居住が特徴とされてきた（高畑幸、永田貴聖など）。しかし、2005年からの興行労働者
の受け入れ縮小と共にフィリピン人の結婚移民は減少し、2006年には日比国際結婚が約 12000
件だったのが近年は年間約 3000 件にすぎず、「女性労働者の結婚移民化」というフィリピン人
の定住モデルを再考すべき時期となっている。 

2000年代以降に増加しているのがフィリピン日系人の来日である。彼（女）らの日本での生
活に関する先行研究は、大野俊・飯島真里子による数量調査（2008 年実施、239 人回答）のみ
である。そこでは、①フィリピン日系人は戦後の混乱で身分証明書類が焼失したため、1990年
の入管法改正後にようやく身元探しが始まり、日本への出稼ぎが本格化するのは 2000年代に入
ってからであること、②3世が派遣会社を通じて日本へ出稼ぎをし、フィリピンでは 2世が 4世
を育てていること、③日本の地域社会ではフィリピン日系人はまだ目立たない存在だと書かれ
ている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、先行研究が少ない「日本在住のフィリピン日系人」を対象とし、南米出身の日系
人の定住のありかたと比較しつつ、フィリピン日系人が日本において直面する課題を明らかに
し、その解決への方策を導くことを目的とする。調査地の東海地方は 1990年代初めより工業都
市においてブラジル人が家族で移住し、自動車産業等の製造業で派遣労働を、2000年代半ばか
ら、いくつかの地方都市においてブラジル人が減少してフィリピン人が増加する「逆転現象」が
現れている。本研究では、これら「逆転現象」が現れた岐阜県可児市、愛知県蒲郡市、静岡県焼
津市、静岡県浜松市浜北区を事例として、以下の 3点を明らかにすることを目的とした。①東海
地方でフィリピン人が増加している背景。②フィリピン日系人の家族移住の実態。③フィリピン
人が多い都市での外国人住民施策の課題。 
 
３．研究の方法 
①先行研究、関連資料から、ブラジル人の集住都市における行政課題を明らかにした。 
②日本におけるフィリピン人の集住、就労、教育の課題、およびフィリピン日系人の歴史的経
緯、来住、就労に関して先行研究および支援団体（ＮＰＯ法人フィリピン日系人リーガルサポー
トセンター、フィリピン日系人企業協力協会）へのヒアリングから明らかにした。 
③統計資料から、東海地方においてブラジル人とフィリピン人の「逆転現象」が見られる都市
について、「逆転」の時期やその背景（産業、経済、社会的要因）について分析した。  
④調査対象地域の各都市での行政、教育現場、支援団体（日本語教育、学習支援、労働組合等）、
同胞団体へのヒアリングを行った。 
⑤フィリピン日系人の出身地における（ミンダナオ島のダバオ市およびその近郊）を訪問し、
日系人社会の歴史を再確認するとともに、日本への出稼ぎによる出身村での経済的・社会的イン
パクト、出稼ぎに行った親を持つ子どもたちの養育と教育、出稼ぎ者による出身村との往来、戦
前の日系人社会に関する資料館建設等の調査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、上記の研究目的に対して以下の３点を明らかにすることができた。 
①東海地方でフィリピン人が増加した背景は、ブラジル日系人の減少を、技能実習生よりも柔
軟に使える労働力である日系人労働者によって補う必要があり、フィリピンの仲介業者および
日本の派遣会社の連携でフィリピン日系人がブラジル日系人の代替労働力として雇われたこと
にある。しかし、ブラジルとフィリピンでは日系社会の歴史や経済的基盤が違い、反日感情があ
り日系人差別により経済基盤がぜい弱なフィリピン出身の日系人は、日本においても民族学校
がなく、賃金交渉力が弱い等の弱者性がある。 
②フィリピン日系人の家族移住の実態は、移動の端緒は日本側の人材派遣会社による渡航費
貸付を利用しての来日だが、その後は在日の親族が母国にいる迅速へ渡航費を貸付け、また在留
資格取得のさいの身元保証人になることで、連鎖移動を可能にした。連鎖移動の結果、彼（女）
らは、1990 年代のブラジル日系人と同様、派遣会社が用意した住居や民間アパート等で集住し
ており、親族間の相互扶助で日本での労働、生活、子育てを行っている。 
③フィリピン人が多い都市での外国人住民施策の課題は、フィリピンに日系人がいることが
認識されていない、あるいは、「フィリピン人」のカテゴリに（1990 年代から多かった）結婚移
民と（2000 年以降に増加した）日系人がひとくくりで扱われていることにある。 
以上について、論文や学会報告の形で公表した。また、新聞の取材やテレビ番組の制作にも協



力し、日本におけるフィリピン日系人の定住と労働の課題について広く市民に知らせることが
できた（上記期間に新聞記事 3本、テレビ番組 1本）。そして、本研究のこれらの課題を解決す
べく、主に静岡県内において、多文化共生懇話会等に出席した上で南米系以外の外国人の定住と
労働および教育の課題について提言を行った。 
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